
２００５．４．１ （５）

【
自
然
休
暇
村
６
月
分
】

　

今
回
受
付
を
す
る
利
用
日
は
、
６
月

１
日
〜　

日
で
す
。

３０

※
６
月
７
日
、　

〜　

日
、　

日
〜　

１４

１６

２１

２２

日
、　

日
〜　

日
は
休
館
日
等
の
た
め

２８

２９

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
５
月
分
ま
で
の
予
約
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
と
そ
の
家
族

※
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
朝
夕
２
食
２
０

０
０
円
で
食
事
を
提
供
し
ま
す
（
要
予

約
）
。

【
大
地
沢
青
少
年
セ

ン
タ
ー
７
月
分
】

　

今
回
受
付
を
す
る

利
用
日
は
、
７
月
１

日
〜　

日
で
す
。

２０

※
火
曜
日
は
休
館
で

す
。

※
市
の
事
業
等
実
施

の
た
め
、
利
用
で
き

な
い
日
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
６
月
分
ま
で
の
予
約
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
が
過
半
数
の
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
個
人

○
申
し
込
み　

４
月
２
日
午
前
８
時　
３０

分
〜
９
時
に
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ
お
電
話
い
た
だ
い
た
方
を
同
着
と
み

な
し
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽
選
結
果

に
つ
い
て
は
、
午
前　

時　

分
ま
で
に

１０

３０

連
絡
し
、
以
降
は
電
話
先
着
順
の
受
付

と
な
り
ま
す
。

【
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
夏
休
み
期

間
分
】

　

夏
休
み
期
間
は
、
７
月　

日
〜
８
月

２１

　

日
で
す
。

３１
　

な
お
、
夏
休
み
期
間
の
利
用
は
１
グ

ル
ー
プ
１
回
、
２
泊
３
日
を
限
度
と
し

ま
す
。

※
７
月　

日
、
８
月　

日
〜　

日
の
全

２５

１９

２０

日
、
８
月　

日
の
宿
泊
、
８
月　

日
の

１８

２１

午
前
は
主
催
事
業
の
た
め
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
が
過
半
数
の
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
個
人

○
申
し
込
み　

４
月
６
日
〜　

日
ま
で

２４

に
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話

下
さ
い
。
希
望
日
（
第
３
希
望
ま
で
）

・
希
望
施
設
・
利
用
人
数
と
男
女
の
別

・
団
体
の
活
動
内
容
・
メ
ン
バ
ー
構
成

・
申
込
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

等
を
伺
い
ま
す
。

※
４
月　

日
午
前　

時
か
ら
同
セ
ン

２７

１１

タ
ー
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。
青
少
年
団

体
、
そ
の
他
の
団
体
、
個
人
（　

人
未

２０

満
）
の
順
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。
結
果

は
郵
送
し
、
以
降
の
空
室
分
は
５
月
７

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話
先
着
順
の

３０

受
付
と
な
り
ま
す
。

「
成
年
後
見
制
度
」
の
相
談
窓
口
が

変
わ
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
高
齢
者
福
祉
課
で
行
っ
て

い
た
「
成
年
後
見
制
度
」
に
関
す
る
相

談
は
、
４
月
か
ら
福
祉
総
務
課
で
受
け

付
け
ま
す
。
認
知
症
高
齢
者
な
ど
判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
の
た
め
の
成
年
後

見
制
度
の
利
用
方
法
、
手
続
き
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３

７
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

　

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ

い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
案
が
ご
覧

（
縦
覧
・
閲
覧
）
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
事
業
者
に
よ
る
説
明
会
に
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。
評
価
書
案
に
つ
い

て
意
見
の
あ
る
方
は
期
間
内
に
意
見
書

を
提
出
し
て
下
さ
い
。

○
事
業
名　

（
仮
称
）
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ

ー
ク
多
摩
建
築
事
業
（
八
王
子
市
別
所

２
丁
目　

番
）

５６

○
対
象
事
業　

同
時
駐
車
能
力
が
千
台

以
上
の
自
動
車
駐
車
場
の
設
置

○
縦
覧
・
閲
覧
期
間　

４
月
７
日（
木
）

〜
５
月
６
日
（
金
）
（
土
・
日
曜
日
、

祝
・
休
日
は
除
く
）

○
縦
覧
・
閲
覧
時
間　

午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
４
時　

分
３０

○
会
場　

縦
覧
＝
境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
木
曽
町
）
、
閲
覧
＝
忠
生
市
民

セ
ン
タ
ー
（
忠
生
）

○
事
業
者
に
よ
る
説
明
会　

開
催
場
所

＝
八
王
子
市
立
別
所
小
学
校
（
別
所
２

丁
目　

番
）
、
日
時
＝
４
月　

日（
金
）

４４

１５

午
後
７
時
お
よ
び　

日
（
土
）
午
後
２

１６

時○
意
見
書
の
提
出
期
間　

４
月
７
日

（
木
）
〜
５
月　

日
（
月
）

２３

○
意
見
書
の
提
出
方
法　

環
境
保
全
の

見
地
か
ら
の
意
見
を
記
載
の
う
え
、
事

業
名
・
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
東
京
都
環
境
局
環
境
影

響
評
価
課
（
〒　

－

８
０
０
１
、
新
宿

１６３

区
西
新
宿
２－

８－

１
、
11　

・
５
３

０３

８
８
・
３
４
４
０
）
へ
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

「
（
仮
称
）
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
多
摩

建
築
事
業
」
に
関
す
る
環
境
影
響
評
価

書
案ご

覧

下

さ

い

町
田
市
介
護
保
険
利
用
者

負

担

額

減

額

制

度

　

４
月
以
降
の
介
護
保
険
利
用
者
負
担

額
減
額
制
度
に
つ
い
て
、
左
表
の
と
お

り
ご
案
内
し
ま
す
。

　

申
請
書
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
１
・
０
９
１

２「
町
田
の
介
護
予
防
」

ご

覧

下

さ

い

　

介
護
予
防
と
は
、
高
齢
者
が
介
護
が

必
要
（
要
介
護
と
い
う
）
な
状
態
に
陥

っ
た
り
、
要
介
護
状
態
が
さ
ら
に
悪
化

す
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
限
り
健
康
で

い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
で
き
る
だ
け

児
童
福
祉
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
１
日
か
ら
児
童
福
祉
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
児
童
家
庭
相
談
に
応
じ

る
こ
と
が
市
町
村
の
業
務
と
し
て
法
律

上
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
法
の
改
正

（
２
０
０
４
年　

月
１
日
）
か
ら
、
虐

１０

待
の
通
告
先
と
し
て
市
町
村
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
と
家
庭
に
係
る
相
談
や
虐
待

に
関
す
る
相
談
・
連
絡
は
、
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
11
７
１
０
・
１
５

２
５
）
が
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

美
術
の
領
域
で
い
う
「
マ
ル
チ
プ

ル
」
と
は
、
同
じ
も
の
が
複
数
作
ら
れ

た
作
品
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
広
い
意

味
で
は
版
画
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
狭
義

に
は
主
に
立
体
的
な
作
品
を
指
し
ま

す
。
こ
の
展
覧
会
で
は
立
体
的
な
マ
ル

チ
プ
ル
に
焦
点
を
あ
て
て
、
ユ
ニ
ー
ク

で
楽
し
い
作
品
の
数
々
を
展
示
し
、　
２０

世
紀
以
降
の
美
術
の
一
側
面
を
紹
介
し

ま
す
。

○
期
間　

４
月
９
日
（
土
）
〜
６
月　
１２

日
（
日
）
※
月
曜
休
館

○
会
場　

同
館
企
画
展
示
室
１
・
２

○
内
容　

①
デ
ュ
シ
ャ
ン
か
ら
フ
ル
ク

サ
ス
へ
②
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
③
版
画
工

房
と
マ
ル
チ
プ
ル：

ア
メ
リ
カ
の
場
合

○
観
覧
料　

一
般
６
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
４
０
０
円
、　

歳
以
上
の
方
３

６５

０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
初
日
（
４
月
９
日
）
、
開
館
記
念
日

（
４
月　

日
）
は
無
料

１９

○
開
館
時
間　

火
〜
金
曜
日
＝
午
前　
１０

時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時　
３０

分
ま
で
）
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝
午

前　

時
〜
午
後
５
時　

分
（
入
館
は
午

１０

３０

後
５
時
ま
で
）

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー

ク
】

○
日
時　

４
月　

日
（
日
）
、
５
月　

２４

１５

日
（
日
）
、　

日
（
日
）
午
後
２
時
か

２９

ら
展
示
室
に
て

【
同
時
開
催
・
版
画
い
ろ
い
ろ
＋
小
特

集
】

　

「
三
代
豊
国
」
（
幕
末
浮
世
絵
界
の

大
御
所
の
美
人
画
、
役
者
絵
な
ど
約　
３０

点
）

○
会
場　

同
館
常
設
展
示
室

マン・レイ「贈物」　１９７０

【
マ
ル
チ
プ
ル
・
シ
ョ
ー
】展

〜〜
おお
もも
しし
ろろ
美美
術術
、、
大大
集集
合合
！！

デデ
ュュ
シシ
ャャ
ンン
かか
らら

リリ
キキ
テテ
ンン
スス
タタ
イイ
ンン
へへ

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

町
田
市
専
修
学
校
等
在
学
心
身
障
が
い

者
奨
学
金

　

専
修
学
校
ま
た
は
各
種
学
校
に
在
学

の
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
、
技
術

の
修
得
に
努
め
て
い
る
方
に
対
し
、
奨

学
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の

条
件
を
満
た
す
方
…
①
専
修
学
校
等
に

在
学
し
、
職
業
の
た
め
の
技
術
を
修
得

す
る
方
②
身
体
障
が
い
者
で
あ
っ
て
障

が
い
の
程
度
が
４
級
以
上
で
あ
る
方
、

ま
た
は
知
的
障
が
い
者
で
あ
っ
て
障
が

い
の
程
度
が
軽
度
以
上
の
方

○
奨
学
金
の
額　

月
額
１
万
円

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
請
書
と
添
付

書
類
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
細
は
子
ど

も
総
務
課
（
11
７
２
４
・
２
８
７
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
申
請
の
締

め
切
り
は
各
月
末
日
で
す
。

大地沢青少年センター施設一覧
１室あたり使用料区分施　　設

一　般青少年団体等
１，５００円１，０００円午前

宿泊室兼多目的室
（２０人用６室）

本　

館

２，０００円１，５００円午後
１３，０００円１０，０００円宿泊
４，０００円３，０００円宿泊和室（５人用２室）
３，０００円２，０００円午前

多目的ホール ４，０００円３，０００円午後
夜間

１３，０００円１０，０００円宿泊キャビンＡ（２０人用２室）
４，０００円３，０００円宿泊キャビンＢ（８人用７棟、４人用１棟）

４００円３００円宿泊テントサイト（１０区画）
宿泊貸出テント（５人用１０張）

１，５００円１，０００円午前工　　　　芸　　　　室 ２，０００円１，５００円午後
※青少年団体等とは、青少年団体及び青少年の健全育成を目的とす
る団体のうち、大地沢青少年センター団体登録をした団体です。

付属設備使用料
使　用　料使用

単位付属設備 一　般青少年団体等
５００円１回グランドピアノ（本館ホール）

※使用単位「１回」とは、１日を限度とした施設の使用
時間に相当する時間です。

自然休暇村施設一覧
使　用　料室数施　　設

１泊１室　８，０００円１７室本館（和室１０畳、定員６人）
１泊１棟　５，０００円３棟Ａタイプ（和室８畳）キャビン

（台所、浴室有
り、定員５人） １泊１棟　４，０００円３棟Ｃタイプ（和室６畳）
※キャビンの利用は４月２８日からです。

　

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の
陶
芸

講
座
を
修
了
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
陶
朋

会
）
に
よ
る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

１
１
６
人
の
力
作
が
揃
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

○
日
時　

４
月
５
日
（
火
）
〜
７
日

（
木
）
午
前　

時
〜
午
後
６
時
（
た
だ

１０

し
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
５
時
ま
で
）

○
会
場　

国
際
版
画
美
術
館

□問
 

ま
ち
だ
市
民
大
学
11
７
２
９
・
１
１

９
５ 陶

芸

展

介護保険利用者負担額減額制度一覧表
減額・助成額条　　　件制度名

本制度は平成１７年３月３１日で廃止となりました。

高齢者ホームヘルプ
サービス利用者に対
する利用者負担額の
減額

利用者負担の１０％
を３％に減額

いずれにも該当していること
・世帯員全員が所得税が非課税である方
・６５歳の時に要支援・要介護認定を受けてい
る方

６４歳の時に障が
い者施策のホー
ムヘルプを利用
していた方

障がい者ホームヘル
プサービス利用者に
対する利用者負担額
の減額

・世帯員全員が所得税が非課税である方
特定疾病により
介護認定された
６５歳未満の方

本制度は平成１７年３月３１日で廃止となりました。介護保険訪問介護利
用料助成

１／２

利用者負担の１０％
を５％に軽減

いずれにも該当していること
・世帯員全員が市民税非課税である方
・世帯の年間収入（前年分）が基準額以下である方

基準額とは　　ひとり世帯１４０万円
　　　　　　　世帯に１人増える毎に６０万円を加える

・世帯の預貯金額が基準額以下である方
基準額とは　　ひとり世帯１２０万円
　　　　　　　世帯に１人増える毎に５０万円を加える

・介護保険料を滞納していない方
・生活保護受給者と介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
の旧措置者は除く

※他の減額制度との併用はできません

社会福祉法人等が実
施する利用者負担額
軽減

７８０円→５００円世帯員全員が市民税非課税である方

標準負担額減額
７８０円→３００円世帯員全員が市民税非課税で、老齢福祉年金受給者である方

７８０円→３００円生活保護を受けている方

７８０円→５００円また
は３００円減額制度を受けなければ生活保護受給者になる方

措置時の利用料を
上回らない金額

介護保険施行前から特別養護老人ホームに入所していて、世帯
員全員が市民税非課税である方

特定標準負担額減額
利用者負担額減額・
免除

※震災等により、利用料等（介護保険料も含む）の負担が難しい場合には、ご相談下さい。減額や免除が
受けられる場合もあります。

長
く
健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

市
で
は
こ
の
た
び
、
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
を
見
直
し
今
後
の
方
向
性
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
予
防

が
必
要
な
方
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を

願
い
「
町
田
の
介
護
予
防
」
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
町
田
の
介
護
予
防
」
に
は
、

町
田
市
の
現
状
と
現
在
市
が
ど
の
よ
う

に
介
護
予
防
事
業
を
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
、
ま
た
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
効
果

実
績
や
、
現
在
の
介
護
予
防
の
現
状
な

ど
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　
「
町
田
の
介
護
予
防
」
は
市
役
所
本

庁
舎
２
階
高
齢
者
福
祉
課
等
で
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

□問
 

高
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福
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